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形

愤

務
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生

の

原
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第
十
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も
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か
爲
め
受
取
人
は
何
等
の
權
刺
を
取
得
せ

t

蓋
七
此
場
命

.
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.
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•

手

形

の

占

有

を

得

さ

れ

は

な

り

故

K

此

.場

合

に

は

引

受

の

意

思

及

振

，出

'の

意

思

は

共

に

占

有 

移

轉

行

爲

の

時

.に

之

を

有

す

る

を

必

要

ど

す

 

.
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右

の

外

各

，種

の

場

合

^

亘

ぅ

备

種

の

手

形

行

爲

の

疑

問

は
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の
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案

に

ょ

れ
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容

易

沄

之
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解
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し

得

べ

し

信
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獨
逸
の
戰
時
經
濟

阿鄙罾助

『

獨

逸

は

國

民

皆

兵

主

義

の

上

に

築

か

れ

た

る

初

«
.
の 

商

工

國

た

り

、

而

じ

て

斯

く

の

如

き

經

濟

狀

態

に

あ

る
 

國

家

に

し

て

典

全

力

を

擧

げ

て

戰

闘

に

從

事

す

る

こ

^
 

は

®

去

の

*

上

"

未

だ

曾

て

吾

人

の

見

ざ

る

處

な

6

』

 

ビ

は

"

昨

年

、「

ブ

ル

メ

」

將

軍

が

典

著

「

»

逸

兵

力

論

」

 

ホ

に

論

世

し

處

に

し

て

、

彼

の

千

八

百

七

十

年

の

普

佛
 

g

役

が

純

全

た

る

農

業

的

國

家

の

戰

闘

行

爲

た

る

に

對
 

し

て

ノ

獨

逸

今

冏

の

戰

役

は

ヽ

國

民

皆

兵

生

義

を

舉

せ
 

る

商

エ

國

が

果

し

て

幾

何

の

戰

闘

的

»

久

カ

を

有

す

る

镞

八

卷

(

一
二
九
九

)

雑
錄
獨
逸
の
戦
昉
經
濟

や

に

對

す

る

好

®

の

試

驗

石

れ

{

、

想

ふ

に

、

國

民

皆
 

兵

主

義

を

理

想

ヒ

し

、

且

つ

商

エ

立

固

主

_

を

奉

せ

ん
 

マ

し

す

る

我

邦

に
^

-

て̂

、
殊

に

歐

米

諸

國

に

於

け

る

人
 

種

的

偏

見

が

動

も

す

れ

ば

一

朝

有

事

の

際

"

我

邦

を

し
 

j

て

、

孤

立

的

地

位

に

陷

&

し

め

ん

ビ

す

る

場

合

に

於

て
 

獨

逸

今

囘

の

戰

時

經

濟

政

策

は

幾

多

の

方

面

に

於

て

經
 

驗

的

材

料

を

我

邦

に

提

供

す

る

も

の

な

6

V」

信

す

、

只 

だ

開

戰

當

時

よ

り

今

日

に

至

る

迄

"

同

國

方

面

よ

&

傅 

へ
&

れ

た

る

情

報

は

"

硏

究

上

の

價

値

に

於

て

必

ず

し
 

も

同

1

な

ら

す

、

即

ち

，

其

研

究

材

料

の

第

1
.

は

同

國
 

方

面

(

殊

に

伯

林

方

面

よ

i

}

よ

り

の

避

雛

者

の

見

聞
 

談

R

し

て

？

例

潜

ノ

八

月

十

五

H

の「

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

」

 

所

载

の

伯

林

通

信

の

如

き

或

は

裉

京

朝

日

新

聞

所

織

の
 

一

河

上

博

士

の

r

偷

敦

た

よ

ぅ

」

の

如

き

i

M

に

最

近

の 

實

業

之

日

本

(

十

一

月

十

五H

號

)

に

於

け

る

前

駐

在

獨
 

逸

代

理

大

使

船

«

胄

0
丨「

佘

の

K

m
せ

る

*

逸

の

戦

時
 

經

资

則

政

」

I
の

如

き

^

何

れ

も

此

鋪

の

硏

究

材

料

に

厕
 

す

る

も

：
の

な

多
>
し

す
9 

'而

し
.て

以

上

の

見

聞

談

中

"

前

ノ
第
十
.號
，〃
.
.
.
.
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雜

錄

獨

逸

の

戦

時

經

濟

ニ
漭
の
共
通
的
意
義
ど
見
る
可
き
も
の
は
獨
逸
の
®

® 

經
濟
狀
德
t
對
す
る
悲
舰
的
色
彩
の
濃
厚
な
る
こ
^
な 

6
ど
す
、
そ
も
斯
く
の
如
き
悲
觀
的
色
彩
の
生
せ
る
理 

由
は
ー
生W

し
て
避
雛
衮
が
崎
形
的
經
濟
現
象
の
最
も 

»
し
き
開
戰
當
時
に
»
逸
を
見
捨
て
し
を
以
て
な
$
、
 

然
れ
ど
も
當
時
に
於
け
る
物
®

の
騰
貴
は
物
資
其
^

の
 

欠
乏
ょ
り
も
、
寧
ろ
分
'配
作
用
の
變
體
化
ょ
6
發
生
せ
ニ 

し
も
の
な
り
ど
す
"
即
ち
國
內
に
於
け
る
運
輸
機
關
がI 

®
隊
及
®S

i

品
の
輸
送
に
供
せ
ら
れ
し
結
來
、】

l
k貨

\

 

物
の
輸
送
不
可
能
な
り
し>

j

典
に
、
又
、

1
方
に
砂
、て
一 

は
戦
報
が
長
期
に
一
旦
る
こ
.ど
を
豫
想
し
て
3

1赀
«

の

一

 

地
位
に
あ
る
も
の
が
數
ヶ
月
乃
至I

ヶ
年
を
支
ふ
る
に 

足
る
#

r
をs

只

占

め

し

に

ょ

る

も

の

.
な

6
:̂
..す
、
，*
に

| 

開
戦
^
時
に
於
け
る
人
心
の
興
#
狀
態
が
多

少

薄

&
 
c
 

i 

ど
典
に
> 

〗

方
に
は
國
内
の
運
輸
機
關
も
亦
た
或
程
度 

迄 

ー
«<
货
物
に
*1
し
て
解
放
せ
£
る
、
に
及
ん
で
、

物
S

比
較
的
、
S

狀

蟹

近

づ

i

f

し
こVJ 

は

"

開

戰

後

約

一

ケ

月

を

經

過

せ

る

九

月

初

旬

に

於

け

第
十
號
、

七
ニ

る

獅

逸

の

物

價

が

屯

時

^

比

し

て

左

迄

騰

貴

せ

ず

ゝ

雜
 

R

野
菜

及

锻
實

の

如
き

は

甚
だ

廉

價

ビ

な
6

し

爲

め

p

 

開

戦

後

の

騰
*

を

.見

越

し
て

K

占
め

れ

る

も

の

ぽ

、
今 

M

y

後

悔

す

る

^

至

み

し

に

徵

し

て

も

明

か

な

り

、

次
 

I

に
開
戰
當
時

に

於

け

る

避

麵

者
の

m

lf
0

U

る

も

の

は 

i

當
時
の
經
濟
狀
態
に
對
し
て
は
價
値
ぁ
る
您
考

#

料
た
，
 

&

ん

も

：

然

か

も

«

時

杞

於

け

る

»

逸

の

經

濟

狀

廳

を
 

知

ら

ん

^

す

る

も

の

に

V
J

り

て

は

？

以

上

の

材

料

ま

少
 

し

く

割

引

し

て

見

る

の

必

耍

ぁ

る

を

信

ず

、

第

二

の

硏
 

资

材

料

は

伯

林

に

て

發

行

せ

&

る

、

北

獨

逸

：：1
報

、「

フ 

'
ア
.ク

A

ツ

J

一
 

へ
^

リ
ナ̂

—

®

タ.

グー

ブ
ラ
ッ
トI

l
y

J

 

塊
國
維
也
鈉
に
て
發
行
せ

'
&

る
V

a

報

r

ハ
ン

デ
〃
ス

0
 

ミ
ユ
セ
ク

ム」

に

し

て

、

北

_
逸
日

報

は

獨
逸
政
府
の
機 

關
紙
た
る
結
果
、.
其
筋
の
戰
時

政
策
を
知

る

に
都
合
ょ 

く
，
獨
逸
社
會
民
主
黨
の
中
央
機
關
紙
た
.る

「

フ
ォ
ア 

ク
工
ル
ッ
自
由
主
義
の

r

ベ.

，
リ
ナ
ー

®

タ
ゲ

I

グ 

ラ
>

ト

」

ど

は

共

に

ノ

同

國

康

業

界

に

於

け

る

出

怔

潘

. 

及
失
業
者
の
數
に
»

し

て

好

個

の

參

考
付
科

を

提
i b

◊
す

ざ

る
こ
ど
、と
な
ぅ
、尙
ほ
維
也
納

0

「

ぐ
ン
デ

.V

ス
«
ミ
ェ
セ 

ク
ム」

は
獨
逸
の
二
般
經
濟
狀

_

に

就

き

で

最

も

®
'
用 

す 

'る：
に足る材をふる

_

も
0

/ ;
>

9
 y

j

す

J L

に)

妹 

.

三
の
硏
究
材
料
は
和
蘭
、
丁
抹

>

 

端
典
、
伊
太
利
等
の 

.

中
立
國
方
面
ょ
り
傅
へ
ら
る
、
情
報
に
し
て
"
是
等
の 

中
に

.

は
信
す
可
き
も
の

6

る
も
、
中
に
は
撤
る
^
大
的

獨 國

41

r

地
加
突
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逸

焚
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北
米
合
衆
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异
ふ

«

る
報
^
少
炉
ら
t
、
論
者
は
.、
以
上
、
、5

»
の
硏
^
. 

材
料
を
緯
ミ
し
經
ビ
し
て
少
し
ぐ
戦
時
^
於
け
る
獨
逸 

の
國
K
經
»

を
論
せ
んV」

欲
す
o
、

.

過
去
二
十
五
^
間
に 

於
け
る
獨
逸
が
如
何
に
商
工
國
ビ
し
て
發M
せ
し
や
は 

次
表
の
明
か
に
罟
人
に
求
す
處
な6
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铷
出 

•
出
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錄
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而
し
て
、
以
上
の
表
が
示
す
が
如
く
獨
逸
が
英
，
米
， 

佛
の
三
國
に
比
し
て
對
外
質
易
增
加
率
の
大
な
る
に
至 

b
し
こ
^
は
、
主w

し
て
同
國H

業
'上
に
於
け
る
生
産 

的
能
力
の
發
途
に
歸
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
？
然

る

に

契

ノ
饿
八
淤o

三
o
一)

，

雑

，

錄 

'锁
逸
の
戰
時
綷
濟

膨
脹
力
は
今
や
戰
時
に
入
る̂
共
に
"

1

大
打
擊
を
被 

む
る
に
至
れ
ん
而
し
：て
與
打«
の
笟
大
な
る
も
の
は" 

同
國H

業
界
に
於
け
る
勞
カ0
非
锻
濟
的
戰
關
化
$
、

」 

尤
業
上
0
生
命
た
る
原
料
品
供
給
の
娅
絕
ビ
に
あ
彡
、

十
號

七
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怨

(
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雜

錄

‘

ゆ

ゆ

の

黯

罄

巧
つ
前
^

.̂
就
き
.て
者
察
す
る
に
幾
何
の
勞
力
が
此.
,t 

，非

經

濟

的

化

せ
.し
，や
に
就
き
て
は
、
司
通こ
4
ブ 

る
®

時
病
農
.數
0
多
少
记
ょ
办
て
決
：せ.
&る
^
も
の
ミ 

变

然

る

に

、
此
數
に
關
し
で
は
最
少
數
た
る

「

ブ
ル 

メ J

將

の

1

1西
五
十
萬
人
，ょ
ら「

レ
ナ
ル
ト」

の
チ
ニ 

十
五
.萬
人
农
至
る
迄
、
其
間
甚
し
く
相
與
な6
ゝ
又
、
昨 

年
發
行
の
デ
ー
ジ
ー
メ
ー
ル
年
鑑
は
、
同
國
の
戰
時
兵 

力
を
五
西
蔣
を
以
て
箅
し
、
明
治
四
十
五
年
參
謀
本
部 

編
凝
の「

列
國
陸
瑶
の
現
況」

は
三
百
萬VJ
な
し
、
昨
年 

の
米
國
世
界
年
鑑
は
：四f
B萬
を
.以
て
せ
A
、
M

M

0
 

(

十

1

月

士
1
|日)「

タ
ィ
ム
ス」

.社
鞔
のr n

ペ
ン
、ノ
丨
グ 

ン
.

」

來
電
は
約
西
五
十
蒽
の
義
勇
兵
動
員
さ
る
く
ビ
共 

に
.獅
®

は
合
計
約
八
苗
离
.に
達
す
可
t
j
.ど
.を
以
て
せ 

A

斯
く
の
如
ぐ
其
數
！&
確
な
&
ざ
る
を
.以
て
、

M

R
 

他
方
.面
な
る
»
逸
.人
ロ
上
ょ
.り
觀
察
す
る
汔
千
九
百 

十)
1

年
の
獅
逸
帝
國
絲
許
年
表
.の
示
す
處
に

ょ

れ

ば

、
. 

同
國
の
全
人
O'
六
千
4

C

1一
+
离
ー1j

千
人
R
_對
し
.て
^
 

役
義
務
を
有
す
る
'も
の
は
其
七
办
五「

パ
ー
乇
ン
トJ 

>
c

:第

十

销

七

四

：

當
&
、
之
れ
を
^
子

の

凝
n
f
Tニ
西
八
十
七
离
三
千

A
に
比
す
れ
ばj 

?

一「

パ
ー
.セ
ン
ト
し
ビ
な
る
、H
 

に
同
國
內
に
' で
商
：エ
，業
.忙
從
事
せ
る
も
の‘C

婦
人
を
.舍 

S

3
千1

1

百
ニ
十
八
莴
八
千
人R
對
し
て
、
兵
：役_
 

務
#
は
.其
一
五
®1|「

パ
ー
セ.

X

ト
し
即
ち
男
子
の
商
エ 

從
業
*

ニ
千
1
百
沉
十
六
离
九
千
人
に»
し

て

三

三
® 

〇「

パ

丨

セ

シ

ト

'

」

或

は

と

十

歲

ょ
i
四
十
歲
fc
茧
る
^

1 

子
の
從
業
者
九
西
八
十
八
路
七
千
人
に
對
し
て
五0
。 

三「

パ
ー
セ
ン
ト」

ど
な
る 
>
苋
に
同
國
に
於
け
る
エ
業 

勞
働
者
の
總
數(

但
货
子0

七
耳
五
十
八
脔
^
千
人
に
. 

對
し
て
- 

一f

十
歲
ょ
ぅ
^
十
歲
R
至
る
も
の
は
：三
百
九 

十
九
萬
四
千
.人
即
ち
全
數
0

五
三
4

1「

パ
ー
セ
ン
ト」 

な
る
に
兵
役
義
務
を
有
す
る
勞
働
潘
は
；

一

十
歲
ょ
ぅ
四 

十

歲

に

涝

る

勞

働

溝

の

約

，ニ

分

の

ー

な

る

を

以

て

、

兵
 

役
義
務
を
有
す
咚
勞
働
翁
ば
工
業
勞
働
者
織
數
.の
約
四 

分

のF
、
.即
ち
約
西
八
十
七
藤
七
千
人
に
達
す
、
此
關 

#
.
«各
11
.の
丁
*

^
就
き
.て
見
る
も
、
'略
ぼ
同 
一
R
'し 

て
"
例
«
同
國
の
金
物
1!
1
業
に
於
て
1
1
.十
歲
ょ
9
西
十

1

. 4

4

I
f
1II

：i :I
ぬ

璘
に
至
る
與
.子
0.
勞
働
.者
は
同
エ
業
.
.に
於
け
る
男
-3
:
.
總 

數
.の
五
3
丄
5「

パ
1

セ
ン
ト」

に
當
れ
ぅ > 

询
ほ
今
囘 

の

戰

窗

於
.て
動
：l

m

化
緖
，

金
物
，組
合
伯
林
支 

部
に
て
は
.ユ

十「

パ
ー
セ
ン
ト」

同
じ
く
石
エ
組
合
に 

て
•は
約
十
六「

パ
ー
セ
ン
ト」

’.を失
べ
俾
、獨逸
 

が
戰
邻
の
第1

期
に
於
て
勞
.働
者
.の
五
十「

パ
ー
セ
ン 

ト
し
乃
至
七
十
五「

パ
ー
セ
ン
ト

」

.
を

^

ふ

可

し
^

な 

す
"U

 

.コ
ノ
ミ
ヌ
ト」

伯
棘
通
信
*

の
言
は
少
し
く
.過 

大
に
失
す
る
の
«

ぁ
：
^
 
•然
か
も
勢
働
考
の
多
く
に
し 

て
M

に
出
.征
す
ビ
せ
ば
、
自
か
ら
获
に
家
族
救
助0
簡 

題
を
生
ず
"
千
八
宵
八
十
八
年
11

月
二
十
八
日
發
布
の 

同
.國
法
令
に
ょ
れ
ば
、.出
征
潘
の
家
.族
.に
し
.て
扶
助
を 

.必
要
•ど
.す
か
場
合
に
.は
出
征
者
の
_

は
：*

期

六

ヶ

月

ば
 

#

月
六
麻
、
冬
湖
は
每
月̂

^
、
又
。
十
五
.歲
a
 

小
兒
及
從
來
出
征
潜
ょ&
扶
.肋
せ
ら
れ
し
も
0
.は
每
月 

四

麻

を

擎

ら
.る
、
こ
ビ
に
規
定
せ
ら.れ
し
が"

今
囘 

«.
玛
に
«
加

し

：て

出

征

兹

の

_
.は
'夏
期
毎
月
.九

麻

"

冬 

期
は
每
月
十
二
：麻
-
又
.，
.十
五
歲
以
卞
の
'小

兒(

私
、生

.館

八

骀

(

ニ
1S

H

}
雜
錄
獨
逸
.
の戦昨觇濟

子
を
舍
む)

.
は
每
月
六
麻
を
縱
す
る
こ
S

、
な
れ
& 
>

.尙
ほ
以
上
述
べ
し
が
如
き
出
征
勞
働
潘
の
家
族
救
助
問 

題
.ど
共
^
戰
時
社
會
政
靈
必
喪
な
る
事
項
は
央
業
翁 

問
題
^

^

即̂
ち
今
B
造
：®
人
の
接
‘手
せ
る
材
料
を
显 

る
^

>
先
'づ
T
株
.、

「

5f
'ベ
y 
‘ノ 

!
グ
.ン」

の
勞
獅
常
報 

が
.八
.月
中
に
於
.け
る

»
逸
勞
.働
^
失
業
數.

に
.

關
し
.て
示 

せ
る
練
针
に
ょ
れ
ば
獨
逸
全«!
'

2£
苜

ニ

十
1
の
！®H

組 

合
#
半

均

失

賺

割
®

 
ニ1

怎
ニT

パ
ー
セ
ン
ト」

に 

し
て
昨
年
八
月
の
ニ
。<「

パ
ー
セ
ン
ト」

に
比
し
著
し 

き
增
加
に
し
て
d 

i

纖
逸
圣
國
を
通
じ
て
朱
業
者
の 

■

數
は
約
百
萬
に
達
しS
傭
林
の
：み
に
.て
.十
與
を
占
むVJ". 

文
、
.同
じ
•く
八-月
.の「

ベルリナダ

V

I
ブ
ラ
ッ
ト
し 

0

記
事
'ど
し
.て

「

牛
ゴ
ノ
ミ
：ス
ト」

の
轉
锨
せ
し
處
を 

見
冬
代
、
金
.物
#

H

M合
伯
棘
支
部
にV.

は
失
！

の
. 

.數

盡

0
十r

l

.

「

パ
ー
セv

トJ.

圭

•組

合
'̂
て

は

全 

鸚1

1
.萬
七
千
人
に
對
し
‘て

讓

者

の

鐵1

萬

四

千

"

衣
 

H

組

合
^
て

は一

萬
1
1文

に

對

し.て

央

霧

^
:
千

近 

«

人
、
：
：製
本
：

g
H

紐
#

(̂
で
は
来
業
潜
の
數
ョ
肀
玟
，

.第
十
.號.：：

七
3£



一̂ 州も，， 在印

浓
八
僻

(

一
三
〇
@

雜
'

錄

i

の
器
經
濟 

I

设

ヒ

、、

s

:;
A
に
達
す
V
、
M

R
十
月
二
十
九
日
の「

ラ
ォ
ァ
ゥ
k

v 
•

培
の
爲
勞
働
者
忙
貨
付
く.る
こ
$
を
決
班
せ
$
、
3C

他
. 

.

1J.

紙
は
九
月
^
-に
於
け
る
闾
國
織
#

職
工
組
合
の
失
.

失
槳
激
の
或
者
に
■ば
.ぅ
て
：a
作
^
地
帶
に
於
け
る
汐
街 

業
f

ィ

五「
パ
丨
セ
ン
ト」

.

.即
ち
敉
1
1十

萬

人

に

達H

事

或

織
I

倉

讓

築

造

篯

身

を
t

可
&

i
0f
. 

こ
、

」

t

x
へ

ぅ
'げ
し
て
>之
れ
ヵ
救
^
策
^

‘し

て

少

か

ら

ざ

る

，
可

し

ハ

现

に

!*
都
«
也
%

^
て
$

^
市

 ̂

'
'今
1

V

W行
せ
ら
れ
し
も
の
は
失
業
叢
濟
金
の
支
出
一
防5

事

兰

萬
^
^
^ ̂

町
の 

'
に

て

ノ
I

同
國
の
金
物
職
工
組
合
はS

後

最

初

改

修H

事
に
約
1

5

• 

~ 

.

I'
l

vl
^

^

Tf
:!

を
支
？
せ
！

？

，

な
れ
-

、
故
S

時
の
獨
逸
に
於
て
最
も
必
要
な
る
問

て
長
|

1

る
I

で
：9

勢
.ひ

是

題

は

實
I

時
職
業
媒
介
所
の
設
備
E

て
之
れ
に
‘ 

ブ
に
*

し
て
一
大
1

移
を
S

し
む
る
こ
ビ
必
f

て
同
國
內
に
於
け
.る
勞
カ
の
調
停
策
を
離
ず
る
こ 

:

要
な
ら
、
旣
に
同
國
の
農
業
ぬ
平
時
R

於
て
勞
働
考
の

V
J

な

す

o

"

 

t

し
"

S

し
て
、
況
ん
や
I

八
月
音
I

l

l

l

s

l
獨
f

對

w

u

m

の
は
t

以
上
な
る
を
以
て
す
る1

種
の
經
濟
的
戰
银
の
布
吿
に
し
て
、
其
內
容
次 

、

, 

'一
リ
ッ
ク
スJ

の
硏
究
R

ょ
る)

此
方
而
に
失
業
翁
の
幾
.

(

.
1)

英
國
の
領
土
內
に
住
所
を
5£

め
商
業
を
營
む
も
0
 

s
i
s
s

を
突
が
く
る
こ
匕
は
必
ず
し
も
雛
事
に
あ
ら
す
、

恶
し
く
ば
居
留
す
る
も
の
は
、
鄉
逸
rr

國
义
は
«

&

疗 

ハ

.

.

•

孛
遜
政
府
に
て
は
今
囘
の
戰
f

於
て
、
I

食
國
內
化
住
所
を
S

て
、
商

業

塞
S

、
劳
し
n

 

來
^

§

格
»

戴
に
備
ふ
.る
0

的

の

爲

办

い

同

國

內

に

ぁ

居

留

す

る

蒋

ど

，
諸

貨

物

又

は

商

.品
の
授
受
を
な
す
を
庚
，
 

る
國
淨
林
野
^r

の
永
®

钊
を1

年
乃
至
三
年
の
.期
限
に
中
る
こ
ビ
、
0

ご
以
上
の
地
方
へ
轉
送
の
固
汾
を
以
つ 

て
極
め
て
低
廉
な
る
借
地
料
を
以
て
野
槊
及
馬
鈴
幕
栽
た
る
又
は
是
等
の
地
方
ょ
シ
返
送
せ
ら
る
、
©
物
们
し

m
.
'

し.

-r 

- 

J 

• 

. 

. 

.メ
 

. 

- 

. 

.

. 

: 

, 

• 

. 

ぶ
-

•:. 

. 

*■■
:
.
.

く
ば
商
品
を
如
何
な
る
人S
も
授
受
す
る
を
得
ざ
る
こ 

W

S1)

同
貨
慨
及
蔽
品
を
輿
買
若
く
ば
運
搬
.す
る
を
禁 

す
る> y

•じ(

四〕

英
國
船
舶
ば
獨
逸
帝
國
の
何
れ
の?

 

地
點
ビ
.を
不
間
"
念
れ
に
向
つ
て
出
帆
し
或
はA
，
 

救
く
ば
通
ft
す
る
を
得
ざ
る
こ
、匕
 
' (

五)

*
逸
帝
國
內 

に
住
所
を
足
め
て
商
業
を
營
む
奪
游
く
ば
居
留
す
る
レ 

の
^
、
興
利
益
の
た
め
新
に
海
上
、
生
命
，
火
災
其
他 

の
保
險
契
約
を
結
ぶ
可
炉
ら
ざ
る
こ
ビ
？

(

六)

現
に
保 

險
契
約
中
0
も

の
c£
雖
、
英
國
0
陸
海
®
又
た
は
㈣
盟 

阈
の
海
陸
兩
¥

の
戰
_
行
爲
に
甚
$
!す

る

®

害

に

關 

し
V
又
た
は
其
利
益
の
爲
、.何
等
の
仕
拂
を
も
な
す
を. 

得
ざ
る
こ
ビ
"(

七)

以
上
の
地
方
ビ
其
利
益
の
爲
"
新 

に
商
業
上
、
金
融
上
？
又
比
他
の
契
約
を
な
レ
，
苦
く 

は
负
擔
を
負
ふ
事
を
得
ざ
るY 

J<£
、
»

i
、
襄
國
の
®
 

取H
?

禁
止
の
#

に
對
し
てr

»

逸

に

て
.̂
之
れ
が
報
仇
：
 

的
^
段V」

し
て
、
.九
月
一一一
十
日
1
を
以
て
英
國
及
其
海 

外
®
土
に
對
す
る
#
秫
の
支
拂
其
他
の
契
約
に
$
く
義 

務
の
M
fr
を

常

分

禁
.I
I
:す
る
命
令
を
公
布
せ
&
、
想
ふ

笊
ん
怨

(

U

1
0
五
し
雜
錄
糊
逸
の
戦
啡
經
濟

に
、
.獨
逸
が
英
國
を
敵
國
側
に
觀
せ
し
>
5」

は
"
典
輸 

出
先
を
殆
ん
ど
閉
鎖
せ
■
、
ら

る

、

ど

同

時

に

、

M

料
品
輸 

入
杜
絕
S
云
.ふ
ニ
重
の
窮
狀
亿
rd
る

S

^

p

y

0

 

果

「

ソ
リ
ン
ゲ
ン
.

」

•■
の
製
細
所
の
如
き
は
寐
需
品
の
製 

造
を
除
く
外
は
多
，く
事
業
休
此
の
狀
德
ビ
な
ぅ
、
又
、 

輸
出
物
染
料
を
業
'̂

す
4
伯
林
ァ
二
リ
ン
會
社
の
如
き 

も

〗

部
其
エ
場
を
阴
鎖
せ
し
ビ
云
ふ
、
然
か
も
戰
時

U

 

於
て
各
褪
の
エ
場
が
悉
皆
閉
鎖
せ
ら
る
>
に
至
る
可
し 

?
な
す
'は
ノ
之
れ
戰
爭
其
翁
の
危
«
を
余
h
rc
過
大
視 

す
る
も
の
に
し
て
，
現
^

r a
-

î
R

*
の
爲
め
R .
和
益
を 

被
む
る

X
業
ヾ
し
し
て
一
ド
ク
V
ル
®
フ
ェ
ル
ヶV

」

が
31
* 

著

「

戰
時
亿
於
.け
る
»
逸
の
國
民
經
濟」

中
に
雜
げ
し
：
 

も
の
に
は
次
の
如
き
も
の
あ
ぅ
"
即
ち
炭
坑
業
、
製
鐵 

業
、
製
取
！r

摩
輪
製
造
紫
，
自
働
取
製
造
業
？
.宅
織 

業
の
一
佚
化
學
品
製
造
業
、
藥
品
製
造
業
、
食
料
品 

製
造
業
"(

廣
義y

新

間

業

、
、
被

服

製

造

業

"

製
粉
業
、 

武
器
製
造
業
に
し
：て
，，
糞

戰

時

中

"
輸

醫

雛

な

る
狀
態
の
下
に
6 
6
.て
も
尙
ほ
站
販
路
を
«
加
し
#
る

游
十
猇 

七

七

I n  s '



/

パ
，
\
*
ノ
€(

.ニ
こC
.
1て

.刺

.

餅

歐

.执
戰
亂
勃
發
當
時

Ll

於
:̂
る
偷
敦
^
M
-fl
J
#i
.

こ」

ヒ
は
ヽ
千
八
西
七
十
年
に
於
け
る
普
做
戦
帮
の
際
、 

獨
逸
が
ft
li
西
の
1

製
造
に
對
し
|0
1
國
の
獨
占
的
地 

位
を
打
破
し
て
、

國
外
に
大
な
る
販
路
を
求
め
し
一
事 

rc
微

し

て

も

明

か

な

ぅ

、
、
耍

す

る

に

其

戦

闘

的

行

®)
が 

常
に
攻
勢
的
德
度
に
出
で
自_
內
に
於
け
.る
生
產
地
の
ン
 

大
部
分
を
煨
げ
て
敵
取
の
取
蹄
に
踩_

せ

.ら

れ

ざ

る

間

一
 

は
9
:l
i
s
i
i
の
生
*
槳
は
根
本
的
に
破
壞
せ
ら
る
、
も

の

j 

に
あ
ら
ざ
る
な
倚
ほ
獨
逸
の
エ
業
が
旅
料
品
の
點
一 

R
於
て
著
し
く
海
外
の
諸a
忆
，负
ふ
處
あ
る
は
事
實
な™ 

る
も
，
旣
.に
千
九
1-
|
九

年

に「
H

ッ
ヶ
ル
ト
丨
：が

腧

せ

し| 

が
如
‘く
.、
獨
逸
.國
内
の
エ
域
棘
に「

ラ
ィ
ン」
地
方
に
一 

て
は
少
く
ど
も
四
ヶ
月
分
以
上
の
原
料
は
其
倉
庫
內
に
一 

貯
藏
せ
ら
る
、
を
例VJ

す
"
故

^

一
方
に
て
は
輸
出
能 

力
の
減
退
ど
共
に
"
國
內
に
於
け
る
消
钱
領
の
減
少
は

| 

エ
場
0

一
 

部
を
阳
鉞
し
て
*
其
原
料
を
比
較
的
長
時
划 

に
使
用
す
る
を
得
可
し
、
若
夫
れ
、
獨
逸
•職
時
の
經
濟 

上
最
も
重
恶
な
る
_
道
た
る
食
料
品
制
題
は
他
に
論
せ 

し
も
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